
『（仮称）子どもの城』整備基本構想・基本計画（案）
【概要版】

■人口減少・少子高齢化の進行
■家族形態の変化

■近隣住民との関係の希薄化
■子育てニーズの多様化

■児童虐待などの深刻な問題
■仕事と子育ての両立の困難さ

子育て環境の変化

■子ども・子育て関連3法の制定
■子ども・子育て支援新制度の創出

国の動向

延岡市上位関連計画

のべおか子ども・子育て支援計画

第6次延岡市長期総合計画

延岡新時代創生総合戦略

安心して子育てできる環境づくり

子育て家庭に対する支援の
総合的な拠点の整備

子育て支援の環境づくりの推進

子育て家庭に対する支援の総合的な拠点整備による

切れ目のない支援の推進

『（仮称）子どもの城』整備
基本構想・基本計画

延岡市公共施設等
総合管理計画

市民ニーズ
市民の意向

【施策の展開（例）】

●地域子育て支援拠点事業 ●一時預かり事業 ●病後児保育事業 など

平成29年2月現在

■計画策定の目的と背景

「（仮称）子どもの城」整備基本構想・基本計画は、
人口減少や少子高齢化の進行等の影響による子育て環
境の変化、子育てニーズの多様化等の現状を考慮し、
国の政策や延岡市の上位関連計画を踏まえ、“子育て
家庭に対する支援の総合的な拠点整備による切れ目の
ない支援の推進”を図ることを目的として策定するも
のです。
策定においては、市民ニーズ等を十分に反映し、多
様な施策の展開が図られることを目標とします。

■整備予定地

■管理運営に関する基本的な考え方

施設利用
の視点

サービス
提供の視点

交流と
支え合い
の視点

【基本理念】
だれでも･いつでも･気軽に利用できる子育て総合拠点

切れ目のない子育て支援の実現 ワンストップサービスの提供

相談体制の充実 多様なニーズへの対応

子育て情報の受発信 多様な交流の受け皿 地域特性への配慮

いつでも遊べる場 子どもの成長を実感

子育ての楽しみ方を習得 子育て支援人材育成

施設整備においては、子育て関係者の交流が生
まれ、必要なときにサービスが受けられ、子育て
や発達に関する不安や悩みを気軽に相談できる総
合的な拠点づくりをめざします。

計画施設、公園、駐車場（来客用・職員用）を施設利用者の利便性及び周辺環境への影響を考慮して配置
します。

 計画施設は、北側住戸へ
の日照・通風等の影響を考
慮し、住宅敷地より10m以
上の離隔を確保

 駐車場からのアクセス及
び一体的な公園面積の確保
を前提として、西側に寄せ
て配置

 職員用駐車場は計画施設
北側に配置

 来客用駐車場は、南側前面
道路に面して配置（利用者
動線とバックヤード動線を
区分）

 遊具等を設置した主たる公園部分を施
設内のプレイルームと関連づけて配置

 三角形状の角地がデッドスペースとな
らないように敷地東側に公園を計画

 公園南側は、緑化ブロックを設置し、
イベント時の駐車需要への転用に配慮

 公園部分には、自然体験や友だちとの
豊かな遊びの機会を提供するため、築
山や砂場、遊具等を子どもの年齢に応
じてブロック分けして配置

 四阿や散策路等を適宜配置

■外構計画

① ワンストップサービスを主眼とした組織体制の強化による切れ目のない支援

② ネットワークを活かした管理運営による安心・安全・快適な利用の促進

③ 多様な事業･活動の企画・運営による利用者拡大と子育て支援のボトムアップ

施設の管理運営については、３つの
基本的な考え方に基づいて、市民と行
政との役割分担のもと、地域ぐるみで
の運営を促進し、良質なサービスの提
供、安心・安全・快適な施設利用の促
進、利用者拡大等を図ります。

■基本理念・基本方針

【基本方針１】子育てに前向きに向き合える
相談体制とフォローが充実した環境整備

【基本方針２】子育てをする人同士の交流が生まれ、
必要な子育て情報を得られる環境整備

【基本方針３】気軽に立ち寄れて、遊びや学びをとおして
成長できる環境整備

200m

500m●整備予定地の現況・課題

 整備予定地は、延岡市の市街地西部の五ヶ瀬川左岸の一般
国道218号の背後に位置し、延岡駅から約３kmの距離にあ
ります。 【所在地】延岡市松山町

整備予定地
面積：6,419㎡

整備予定地は、「旧県立延
岡わかあゆ支援学校」跡地
のグラウンド部分であり、
敷地面積6,419㎡を有して
います。また、東九州自動
車道延岡ＩＣから近く、車
でのアクセスがしやすい位
置にある一方、バス停から
は約800m離れており、公
共交通機関を利用したアク
セスには課題があります。

1km

2km

3km

整備予定地

延岡駅

■施設整備に向けた課題

●構造・階数
 構造や階数については、防災性や事業継続の観点
から、利便性の向上や防災面の課題解決、並びに
コスト縮減等も含めて総合的に判断します。
 屋外の遊び場等の確保や関連法規制・周辺環境へ
の影響等にも十分配慮します。

●盛土・基礎形式等
 浸水被害への対応として、盛土や地盤嵩上げ等に
より、１階床のレベルを高くする必要があります。
 今後十分に地質調査を行い、安全面やコスト面に
も配慮した基礎形式を採用することが望まれます。

2020年東京オリンピック開催に向けた建設需要
の時期と本計画施設の施工時期が重複することか
ら、建設物価等の上昇を想定する必要があります。

 計画施設が一般国道218号の背後地に位置するこ
とから、利用者を誘導するためのサイン(案内板）
等の設置についても検討を行う必要があります。
 コミュニティバスや乗合タクシー等の公共交通施
策と連携したアプローチ手法の多重化による施設
利用の促進を検討する必要があります。

設計時における課題 施設整備時における建設物価上昇への対応

整備予定地へのアプローチの検討

-1--4-



学びの
エリア

遊びの
エリア

遊びの
エリア

エントランス
エリア

ふれあいエリア

【屋内】

【屋外】

サービスエリア

発達支援エリア

子育て支援エリア

バックヤード･駐車エリア

子育て支援センターゾーン 共有ゾーン 遊び・体験ゾーン

■導入機能と諸室の配置方針■機能配置とゾーニング

■フロアコンセプト･施設規模

子育て支援センター機能

■相談窓口 ■情報受発信

■育児用品貸出 ■交流・談話

■セミナー等開催 ■飲食・調理

■病後児保育 ■一時預かり

発達支援機能

■発達相談 ■早期発見

■保護者交流 ■情報交換

■障がい児対応

体験・教育機能

■イベント開催 ■学習

■体験 ■サークル活動

遊び場の提供機能

■公園（屋外）

■遊び場（屋内）

子育て支援人材
育成機能

■セミナー開催 ■研修

●機能配置の考え方

子育て支援センター機能を中核
として、左図のとおり、５つの
機能が連携した配置とします。

５つの機能毎に、情報受発信や
発達相談、遊び場、イベント開
催、研修等の必要な要素を配置
します。

多様なニーズへの対応を考慮し、
発達支援機能を重要な機能とし
て位置づけています。

切れ目のない支援の重要性を考
慮し、事業・活動の特性や専門
性を踏まえながら、相互の機能
の連携や独立性に配慮します。

●ゾーン及び動線の考え方

機能配置の考え方を踏まえ、
「子育て支援センターゾーン」
「遊び・体験ゾーン」「共有
ゾーン」の３つのゾーンで施設
を構成します。

３つのゾーン毎に、子育て支援
エリアや遊びのエリア、ふれあ
いエリアなど８つのエリアを上
述の機能配置と対応して設定し
ています。

遊び･体験ゾーンのふれあいエリ
アを交流の起点として、各ゾー
ン・エリアへのアプローチが容
易となる動線計画とします。

また、屋外の遊びのエリアへの
アプローチや施設の管理面に配
慮した動線計画とします。

階 面積 ゾーン構成

2階 600㎡ 子育て支援センターゾーン・共有ゾーン

1階 800㎡ 遊び・体験ゾーン・共有ゾーン

合計 1,400㎡

●フロアコンセプト

 ゆとりある敷地規模や近隣への配慮、浸水被害等
を考慮し低層系（２階建て）を想定します。
 ワンストップサービスの実現、多様な子育てニー
ズへの対応、想定される浸水被害に対する事業継
続等に配慮し、安心・安全に利用できるように子
育て支援ゾーンを２階に配置します。
 賑わいと子どもの好奇心を交流をとおして醸成さ
せ、親しみやすい施設とするために、公園等の屋
外空間と施設内の交流空間を１階部分で有機的に
連携させる配置とします。

●施設規模

 延床面積は『1,400㎡』程度を想定します。

●導入機能と要素

 機能配置とゾーニングの考え方を踏まえて、
３つのゾーン及び８つのエリア毎に「病後児
保育」や「公園・遊び場」「交流・談話」
「情報受発信」等の要素を設定しています。

●諸室の配置方針

 要素毎に必要となる諸室を右表のとおり想定
し、フロアコンセプトや施設規模を踏まえて、
適正に配置します。

 各ゾーン・エリアにおいて独立した要素とし
て配置が求められる病後児保育室等の諸室に
ついては、利用者及びサービス動線に配慮す
るとともに、関連諸室や他ゾーン・エリアと
の連携にも配慮します。

 集い・溜まりの場として機能する空間や多目
的な利用が想定される空間については、「遊
び・体験ゾーン」の中核的な位置に配置しま
す。

 施設計画上必要となるエントランスその他共
用スペースについては、施設利用時の利便性、
回遊性等に配慮した配置とします。

●内観・諸室イメージ

 内観は、明るく、開放的な空間となるよう、
規模や色彩等に配慮しながら計画します。

 各諸室については、必要となる什器や設備等
を適切に配置し構成します。

ゾーン エリア／機能 要素 諸室名

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン

子育て支援エリア
【子育て支援センター機能】

相談窓口
●受付 ●相談室 ●事務室
●備品庫等

病後児保育 ●病後児保育室

一時預かり ●一時預かり保育室

育児用品貸出 ●貸出コーナー

発達支援エリア
【発達支援機能】

発達支援
障がい児対応

●相談室 ●保護者交流室

遊
び
・
体
験
ゾ
ー
ン

遊びのエリア
【遊び場の提供機能】

公園・遊び場 ●屋外公園 ●プレイルーム

学びのエリア
【体験・教育機能】

学習・体験
●学習室 ●図書室
●サークル活動室 ●工作室

ふれあいエリア
【体験・教育機能】
【子育て支援人材育成機能】

交流・談話
●ラウンジ

●賑わい広場（兼キッズ広場）
イベント開催

セミナー等開催
●多目的ホール
●研修室 ●会議室

飲食・調理
●飲食スペース
●調理スペース

共
有
ゾ
ー
ン

エントランスエリア
【子育て支援センター機能】

エントランス ●エントランスホール

情報受発信
●情報提供コーナー
（エントランスの一部）

サービスエリア

階段・廊下等
●風除室 ●階段・スロープ
●廊下 ●エレベーター ●ロビー

水回り
ユーティリティ

●便所 ●給湯室 ●自販機コーナー
●授乳室 ●オムツ替えコーナー

バックヤード・駐車エリア

バックヤード
●守衛・管理室 ●倉庫・物置
●電気設備室 ●機械設備室

駐車スペース ●駐車場 ●駐輪場

病後児保育室イメージ写真プレイルームイメージ写真

１階内観イメージスケッチ ２階内観イメージスケッチ

多目的ホールイメージ写真
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